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１．はじめに 

砂防渓流における環境調査では以下のような危

険性やリスクが存在する。 

 急峻な地形、落石箇所の存在 

 クマ・スズメバチ等の危険生物の生息(写真 1,2) 

 山地、谷部の携帯電話圏外エリアの存在 

 砂防工事実施箇所の存在 

 住民や釣り人とのトラブル   …等 
 

本業務では 2 業務を合わせて、広域な管内 6 流域 31

地区で秋季の現地調査を実施する必要があった（図 1,

表 1）。このため、東北地方の短い秋季に人員と機材を

集中した調査スケジュールを組む必要があり、通常業

務以上に工程管理や安全管理への配慮が必要となった。 

そこで、安全管理上の問題と解決策を表 2 のように

考え、工夫を凝らした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

三ツ沢第 4 砂防堰堤 

 
図 1 調査対象範囲 

 表 1 調査スペック 
調査項目 植物、魚類、 

底生、鳥類、 

両爬哺類、昆虫類、 

生息環境、水質 

調査時期 秋季調査 

（適期 9 月中旬 

～10 月中旬） 

調査 

地点数 

管内 6 流域 

合計 31 地点 

 

 

鮭川流域 

5 地点 

銅山川流域 

5 地点 

角川流域 

5 地点 

赤川流域 

5 地点 

立谷沢川流域 

5 地点 

寒河江川流域 

6 地点 

  
写真 1 危険生物① マムシ 

（立谷川水系 前の川） 
写真 2 危険生物② スズメバチ 

（寒河江川水系 水沢川） 

事前踏査時に確認した危険生物 

 

穿
せん

刺
し

耐性を有したグロ－ブを着用 西水沢砂防堰堤 堤体下流側 

表 2 安全上の問題と解決策 

問題 解決策 

タイトな工程／複数パー

ティー管理／砂防堰堤ま

でのアクセス 

事前踏査での的確な周辺の環境・危険状況の把握 

調査地点周辺の最新情報、施設の経年変化・被災状況、住民苦実績の把握 

事前に整理した情報の共有化 

想定外の危険の発生 社内の全国のヒヤリハット事例の共有化、安全パトロールの活用(新庄河川) 

 



２．安全管理のための工夫 

（１）事前踏査でのＵＡＶを用いた効率的な危険箇所の把握 

事前踏査時に現地調査をイメージしながら危険箇所を予

め把握しておくことは、実際の現地調査時における危険回

避に直結する。今回、現地踏査時にＵＡＶ（無人航空機）

による空中写真撮影を行った（写真 3）。この結果、通常の

踏査では確認できない範囲の状況や土砂の崩壊状況を把握

することができ、通常の踏査では確認できなかった環境や

危険箇所の情報を取得することができた（写真 4,5）。 

  
写真 4 石跳川第 4砂防堰堤上流(寒河江川水系) 写真 5 三ツ沢第 4 砂防堰堤(角川水系) 

 

（２）施設点検業務資料の活用、砂防出張所ヒアリングによる最新情報および経年情報の収集・整理 

毎年実施されている各流域の「砂防施設点検業務」の報告書は事前踏査及び現地調査の際に非常

に有効である。例えば各施設の資料を現地に携行し、砂防施設へのアクセス時間や携帯電話通信状

況、砂防設周辺の状況をチェックするだけで概ねの状況が把握できる。また、経年的な施設の変化、

特に既設堰堤のスリット化や補修状況も整理されているため、現在の自然環境及び危険な状況の成

立要因を推測することができ、危険回避に繋がる。 

また、今回の調査は約 1 ヶ月半にわたり環境調査を実施

することから、事前に砂防出張所への環境状況や危険箇所

に関するヒアリングを実施し、調査中は「調査開始-終了メ

ール」による連絡、週末には翌週の調査計画を関係機関に

連絡する等、密にやり取りを行った。これらの対応のおか

げで、「○○沢は来週末から林道工事が開始されるため、詳

細は工事業者と調整した方がよい」「明日から山の方で雪の

可能性がある（写真 6）」といった現地情報を砂防出張所等からタイムリーに入手できたため、事

前に調査計画の変更が可能となり、現地での混乱を回避することができた。特に林道工事開始の

情報は非常に有益であり、工事業者との日程調整の結果、工事箇所から調査地点までの片道約 2km

を徒歩で移動するという危険を回避することができた。 

流木、土砂により

閉塞。 

小規模崩壊地。 

斜面の崩壊箇所

が多い。 

左岸の谷から土砂

が流出。 

 
写真 6 11 月 14 日の降雪 

(大井沢第2砂防堰堤(寒河江川水系)) 

 

 
写真 3 ＵＡＶの操縦状況 

 

寒河江川流域が最も降雪が早く、11 月に

は雪が降ると事前に聞いていた。 



表 2 GPS 格納情報 

No. 格納情報 

1 事前踏査時の軌跡 

2 調査地点(砂防堰堤） 

3 前回調査でのトラップ位置 

4 各種情報（鍵、通行止、迂回路等） 

 

（３）アクセスマップの作成による危険情報共有 

調査の効率化と安全性の確保のため、現地調査前にア

クセスマップを作成した。マップには事前踏査やヒアリ

ングの結果をとりまとめ、調査地点・砂防堰堤へのアク

セス、駐車スペース、携帯電話圏内エリア、その他現地

調査時に有益な情報について図示した（図 2）。 

（４）安全・環境・調査データを整理したＧＰＳデータ配布 

事前のミーティングで基本事項の確認等を行ったもの

の、タイトな工程の中で、天候不良等による調査地点の

円滑な調整ができるかに不安があった。また、踏査時に

気づいた周辺の情報（横断工作物、魚道等）を活用した

いと考えた。このため、現地調査の効果・効率的な実施

を目的に、表 2 に示す情報を整理してＧＰＳに格納し、

各パーティーに携行させた(図 3)。

また、林道ゲートのダイヤル鍵 No

については情報漏洩防止のため

「会社に連絡」という文字のみを

表示させ、必要な時にだけ番号を

確認させた（もちろんゲートの位置が携帯電話圏内であることを確

認したうえでの対応である）。 

（５）弊社全国拠点間の安全対策に関する情報共有化 

弊社は、安全対策を含めた日常の気づきや有益情報を「朝メール」

という形で情報共有している。今回の現地調査前に、『渓流沿いでの

ホイッスルの有効性(写真 7)』と弊社西日本支社で発生した『鹿との衝突事故(写真 8)』に関する

情報を得たため、早速調査員への周知を行った。特に『熊鈴の音は意外に渓流の音に消されるた

めホイッスルが有効』という情報から各パーティーにホイッスルを支給し、熊鈴に加え渓流沿い

の移動や獣臭の強い場所ではホイッスルを吹いて安全を確保した。 

  

写真 7 携帯用の熊鈴、ホイッスル 写真 8 鹿との衝突状況（弊社西日本支社での事故） 

 
図 3 ＧＰＳに表示 

した現地の情報 

 

 
図 2 アクセスマップ 

 

ヘッドライトの損傷 

フロント部分の損傷 

衝突時には発注者、警察、 

保健所に連絡。処理は保

健所が対応 

熊鈴 ホイッスル 

情報アイコン： 

林道のダイヤル鍵情報 

コメント： 

取水堰(魚道あり) 

砂防堰堤名 

コメント：前回トラ 

ップ設置箇所 



（６）最近増加する毛虫皮膚炎対策 

最近、弊社でも春～秋にかけてチャドクガの毒針毛による毛虫皮膚炎の

被害が目立つため、調査時に遭遇しやすい毒虫について、写真、食樹・草

および対策について整理したシートを配布し危険回避に努めた(写真 9)。 

（７）参加して分かる安全パトロールの重要性 

環境調査の調査員は工事業者の視点での安全対策や注意を十分理解

していないことが多いと考える。今回、8月 21日に実施された安全パト

ロールでの点検において、事務所や他社からの容赦ない指摘に苦労され

ていた対象工事担当者の心中を察することができた(写真

10)。このため、現地調査で工事箇所を通過する際は、挨

拶および対応に気持ちが入り、「まず、現場監督の方に何

を伝え、どのように行動すれば相手の負担を軽減できる

か」を考えるようになった。また 7月に参加した事故防止

対策委員会（別業務で参加）で各社のすばらしい連帯感が

伝わり、工事業者の方に親近感を感じるようになった。 

（８）基本的安全対の確実な実施 

新しい技術や安全装備品の使用も有効であるが、やは

り安全対策の基本は「ＫＹ活動と情報共有」である。こ

の点を十分に理解したうえで前述の(1)～(7)の各種対

策を実施した(基本的対策：写真 11-13)。 

①再委託先も含めた調査員全員への周知 

②班長への班員周知徹底の指示 

③ＫＹ活動時における安全対策の確認 

④新たな危険要素の共有(発見→連絡) 

３．おわりに 

これらの安全対策を実施

した結果、本業務では無事故

で現地調査を終えることが

できた。世界的な異常気象の

下、今後も天候や調査適期

（生物の出現時期）、工程、安全確保という問題を上手くコントロールきるよう努めていく次第である。 

最後に、今回、長期にわたる環境調査が無事故で終了できたことにつきまして、発注者、砂防出張

所の皆様、各種許可等を申請した関係自治体、森林管理署、漁業協同組合、関係地区長に厚く感謝申

し上げます。            以上 

 
写真 10 安全パトロールの状況 

 

 
写真 11 ＫＹ活動の状況 

 

 
写真 12 エピペン 

(アナフィラキシーショック緩和剤) 
 

 
写真 13 通常の携帯電話と

衛星電話 

 

調査員のアレルギー検査義務化 

毎回参加していると、会社名と顔とが 

一致し、親近感を感じる 

 
写真9 毒性のある毛虫対策 

 

圏外 
圏内 

毛虫の写真、食べる植物、刺さ

れた場合の対処方法を記載 

 

熊スプレー、蜂スプレー、事故防止マニュアル、緊急連絡カード 

魚類調査でのＫＹ活動 
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